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自治会・町会・地区・区では、地震・風水害等の災害に備えての自主防災活動や要援護者の避難支援、青少年
の健全育成、交通安全パトロール、環境美化活動、住民同士の交流を深めるための活動等を行っています。
地域の輪を広げるため、自治会・町会・地区・区に加入しましょう。

自治会・町会・地区・区は地域の輪
第　17　号

埼玉県の水辺再生 100プラン推進事業により整備された、大落古利根川沿いの遊歩道
主な内容

■自治会・町会・地区・区の特色および活動状況の紹介、役員視察研修会報告
■庄和地区の紹介、地域貢献賞表彰報告、地域ぐるみでオアシス運動

★日赤社資・社協会員の増強への協力　　　　　　　　★ごみの5分別収集への協力
★赤い羽根、歳末たすけあい等募金運動への協力　　　★自主防災・防犯活動への協力
★マイバッグ持参運動の推進に伴う、容器包装ごみの削減に協力
★災害時要援護者避難支援制度へのモデル自治会として協力
★各種審議会等への委員選出　　　　　　★各種行政機関との連絡調整
★東日本大震災で被災された方々への義援金及び支援金募金活動　等

【協力事業】

【その他】

平成24年度活動報告 　
　 豊春地区体育祭………………………
　 幸松地区体育祭………………………
　 豊野地区体育祭………………………
　 庄和地区体育祭………………………
● 研修会　………………………………

● 研修会　…………………………   
　　　　　　
● 地域貢献賞表彰…………………

講　演

講　演
【演  題】 「笑いの効用」

【演  題】 「災害・復興に男女共同参画の視点を
　　　　　　～地域で出来ること、その課題～」

● 定例総会…………………………………
● 自治会活動の手引き発行……………………………
● 春のクリーンデー……………………………………
● 正副会長会議………………………………
● 理事会………………………………………
● 役員研修会……………………………………
● 各地区体育祭の実施
　 粕壁地区体育祭………………………………………
　 内牧地区体育祭………………………………………
　 武里地区体育祭………………………………………
　 武里団地地区体育祭…………………………………
　 

平成24年 5 月17日
5 月17日
5 月27日

4 月12日他　7 回
4 月12日他　6 回
11月15・16日

10月 8 日
10月 8 日
10月 8 日
10月 8 日

10月 8 日
10月 8 日
10月 8 日
10月 8 日
10月23日

25年 2 月16日

25年 2 月16日
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豊
町
自
治
会
は
国
道
16
号
線
の
東

側
、
県
道
春
日
部
岩
槻
線
か
ら
ユ
リ

ノ
キ
通
り
周
辺
に
か
け
て
の
一
帯
に

位
置
す
る
自
治
会
で
、
こ
こ
数
年
は

５
９
０
所
帯
前
後
の
会
員
数
で
推
移

し
て
お
り
ま
す
。

　

自
治
会
組
織
は
、
会
長
・
副
会
長
・

書
記
・
ブ
ロ
ッ
ク
長
・
会
計
・
広
報
・

環
境
衛
生
・
防
災
防
犯
・
体
育
・
福
祉
・

会
館
運
営
等
20
名
の
役
員
で
構
成
さ

れ
、「
地
域
の
絆
を
大
切
に
」
を
モ
ッ

ト
ー
に
春
夏
秋
冬
を
通
じ
幅
広
い
活

動
を
展
開
し
て
お
り
ま
す
。

　

年
間
の
事
業
は
、
５
月
の
「
歩
こ

う
会
」（
自
治
会
館
が
あ
る
豊
町
第
四

公
園
か
ら
内
牧
公
園
ま
で
歩
き
、
新

緑
の
中
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
楽
し
み
ま

す
）
に
始
ま
り
、
８
月
に
は
最
大
の

イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
「
豊
町
自
治
会
夏

祭
り
」
が
盛
大
に
行
わ
れ
、
毎
年
多

数
の
人
出
で
賑
わ
い
ま
す
。

　

10
月
に
は
「
熟
年
者
の
集
い
」（
１

泊
２
日
の
懇
親
旅
行
で
毎
年
参
加
者

に
好
評
を
博
し
て
お
り
ま
す
）
が
行

わ
れ
、11
月
に
は
「
芋
掘
り
大
会
」（
当

自
治
会
が
借
用
す
る
芋
畑
で
秋
の
１

日
を
楽
し
み
ま
す
）、
12
月
に
は
炊
出

し
を
含
む
防
災
訓
練
の
後
、
餅
つ
き

大
会
と
同
時
進
行
で
豚
汁
が
振
舞
わ

れ
、
今
で
は
我
が
自
治
会
の
冬
の
風

物
詩
と
も
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
12
月
の
ほ
ぼ
１
ヶ
月
間

に
わ
た
っ
て
夜
の
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル

が
行
わ
れ
、
最
終
日
の
打
上
げ
に
は

役
員
及
び
有
志
で
手
打
ち
の
蕎
麦
を

打
ち
、
会
員
の
皆
様
に
ご
賞
味
頂
い

て
お
り
ま
す
。
年
間
行
事
は
、
翌
年

１
月
の
「
ど
ん
と
焼
」
を
以
っ
て
終

了
い
た
し
ま
す
が
、
年
年
歳
歳
、
会

員
の
皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
「
絆
」

は
一
層
深
ま
っ
て
お
り
ま
す
。

  

備
後
上
地
区
は
武
里
地
区
の
東
に
位

置
し
、
西
側
に
は
東
武
鉄
道
、
南
に

走
る
国
道
４
号
線
備
後
歩
道
橋
の
北

側
に
あ
た
り
ま
す
。

　

現
在
の
世
帯
数
は
８
５
０
世
帯
が

加
入
し
て
お
り
、
昔
か
ら
の
世
帯
は

順不同

豊
町
自
治
会

自治会長

石島光男夏　祭　り

40
世
帯
ほ
ど
で
そ
の
他
は
昭
和
50
年

前
後
に
で
き
た
住
宅
で
あ
り
ま
す
。

　

地
区
の
組
織
は
地
区
長
・
副
地
区

長
・
会
計
・
監
査
・
６
自
治
会
・
子

ど
も
会・婦
人
部・亀
楽
会
（
老
人
会
）・

実
行
委
員
会
で
構
成
し
て
お
り
ま
す
。

毎
月
役
員
会
を
行
い
、
会
費
は
年
１

２
０
０
円
に
て
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

主
な
事
業
は
古
利
根
川
の
清
掃
、

春
の
ク
リ
ー
ン
デ
ー
、
ま
た
春
秋
の

年
２
回
備
後
公
園
の
花
植
え
を
行
い
、

花
の
美
し
い
公
園
に
し
て
管
理
し
て

お
り
ま
す
。
ま
た
夏
ま
つ
り
・
ラ
ジ

オ
体
操
・
シ
ニ
ア
の
集
い
・
武
里
地

区
体
育
祭
な
ど
は
他
の
自
治
会
と
合

同
チ
ー
ム
と
し
て
参
加
し
て
お
り
ま

す
。
さ
ら
に
芋
掘
り
会
・
餅
つ
き
・

防
災
訓
練
等
も
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

夏
ま
つ
り
に
つ
き
ま
し
て
は
、
８
月

上
旬
の
土
日
の
２
日
間
、
運
動
広
場

で
開
催
し
て
お
り
、
各
自
治
会
と
各

部
会
が
担
当
し
て
ビ
ー
ル
・
焼
き
鳥
・

焼
き
そ
ば
・
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
・
わ
た

あ
め
等
の
12
種
類
の
模
擬
店
が
あ
り
、

販
売
を
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
ほ
か

に
子
供
の
ド
ジ
ョ
ウ
つ
か
み
取
り
や

ス
イ
カ
割
り
、
子
供
・
大
人
の
神
輿

で
地
区
内
を
練
り
歩
き
ま
す
。
そ
し

て
夜
は
地
区
内
お
よ
び
近
隣
の
民
謡

会
の
盆
踊
り
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
も
、
安
心
安
全
な
住
み
良
い

地
域
づ
く
り
を
目
指
し
て
参
り
ま
す

の
で
、
皆
様
の
ご
指
導
ご
協
力
を
宜

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
達
の
南
桜
井
東
映
団
地
自
治
会

は
、
東
武
野
田
線
南
桜
井
駅
南
東
の

住
宅
地
に
あ
り
ま
す
。
会
員
数
は
１

６
６
世
帯
、
昭
和
43
年
頃
誕
生
し
、

会
則
は
昭
和
45
年
に
出
来
上
が
り
ま

し
た
。
現
在
組
織
は
８
班
で
構
成
さ

れ
、
年
度
毎
に
前
期
・
後
期
の
班
長

各
１
名
、
ま
た
役
員
は
同
じ
く
１
年

交
代
で
各
班
１
名
（
会
計
監
査
含
む
）

が
互
選
に
よ
り
務
め
て
い
ま
す
。

　

事
業
は
団
地
集
会
所
（
昭
和
63
年

完
成
）
を
拠
点
に
、
月
１
回
の
資
源

回
収
、
毎
週
火
曜
日
の
夜
間
パ
ト
ロ
ー

ル
、
春
秋
の
ク
リ
ー
ン
作
戦
、
秋
の

防
災
訓
練
、
敬
老
会
、
ふ
れ
あ
い
祭

り
な
ど
が
あ
り
、
更
に
高
齢
者
「
春

秋
ク
ラ
ブ
」、
女
性
趣
味
の
会
「
さ
く

ら
サ
ロ
ン
」
の
集
ま
り
が
隔
週
行
わ

れ
、
会
員
相
互
の
親
睦
は
盛
ん
で
す
。

ま
た
、
三
世
代
交
流
も
行
っ
て
い
ま

備
後
上
地
区

地区長

上原孝司

餅　つ　き

南
桜
井
東
映
団
地
自
治
会自治会長

都築悦藏
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カ
ー
か
ら
保
存
水
・
炊
き
出
し
セ
ッ

ト
な
ど
を
購
入
し
、
災
害
に
備
え
、

環
境
美
化
に
つ
い
て
は
生
ゴ
ミ
・
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
等
の
可
燃
物
や
不
燃
物
の

昼
夜
間
の
見
回
り
巡
回
な
ど
を
実
施

し
て
お
り
ま
す
。

　

秋
の
ク
リ
ー
ン
デ
ー
で
は
積
極
的

に
会
員
全
員
参
加
と
連
帯
意
識
を
高

め
、
親
睦
会
な
ど
開
催
し
町
内
全
体

の
絆
を
深
め
て
い
ま
す
。
更
に
新
橋

（
は
な
み
ず
き
橋
）
藤
塚
米
島
線
の
開

通
後
に
は
歩
道
・
橋
桁
の
美
化
や
防

犯
活
動
、
防
災
倉
庫
の
移
動
及
び
広

場
の
設
置
な
ど
、
課
題
は
山
積
に
あ

り
ま
す
が
積
極
的
に
協
力
を
し
、
活

動
を
支
え
て
下
さ
る
会
員
様
と
共
に

役
員
一
同
安
心
安
全
、
環
境
美
化
に

努
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

  　

私
達
の
住
む
町
梅
田
二
区
自
治
会

は
、
国
道
16
号
線
を
挟
ん
で
梅
田
三

丁
目
自
治
会
と
梅
田
西
地
区
自
治
会

の
二
つ
の
自
治
会
で
成
り
立
っ
て
お

り
ま
す
。

　

当
自
治
会
の
組
織
は
い
ず
れ
も
会

長
・
副
会
長
・
会
計
・
監
査
・
班
長
・

推
進
委
員
・
Ｊ
Ａ
関
係
の
役
員
57
名

で
運
営
し
て
お
り
ま
す
。
当
地
区
は

現
在
３
３
０
世
帯
が
加
入
し
て
お
り
、

こ
こ
数
年
世
帯
数
が
増
加
の
傾
向
に

あ
り
ま
す
。
地
区
内
に
は
謡
曲
「
隅

子
高
齢
化
の
時
代
を
迎
え
世
代
交
代

を
ど
の
よ
う
に
引
き
継
い
で
行
く
か
、

問
題
意
識
を
持
っ
て
取
組
む
と
き
と

考
え
ま
す
。
そ
の
上
で
、
地
域
の
住

み
よ
い
街
づ
く
り
の
た
め
、
今
後
も

自
治
会
の
融
和
と
会
員
相
互
の
「
人

と
人
と
の
つ
な
が
り
」
を
大
切
に
し

て
、
住
民
の
暮
ら
し
の
安
心
安
全
と

活
性
化
に
努
め
て
行
く
よ
う
心
掛
け

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

私
達
野
口
自
治
会
は
豊
野
地
区
自

治
会
に
所
属
し
、
中
川
永
沼
橋
か
ら

河
川
敷
沿
い
に
隣
接
し
た
静
か
な
町

内
で
あ
り
ま
す
。
し
か
し
春
日
部
市

都
市
計
画
道
路
藤
塚
米
島
線
の
道
路
・

橋
梁
の
工
事
が
数
年
前
よ
り
施
工
さ

れ
、
町
内
が
真
二
つ
に
割
れ
た
状
況

で
あ
り
ま
す
。
新
橋
の
袂
と
道
路
に

隣
接
し
た
住
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま

し
て
は
大
型
の
重
機
等
に
よ
る
振
動
、

騒
音
な
ど
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
頂

き
、
深
く
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

残
念
な
事
に
夏
祭
り
も
こ
こ
２
回
ほ

ど
諸
般
の
状
況
を
踏
ま
え
中
止
と
な

り
、
世
帯
数
も
84
戸
か
ら
73
戸
に
減

少
し
ま
し
た
が
、
役
員
一
同
約
６
名
、

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
大
切
に
活
動
し
て

お
り
ま
す
。

　

自
治
会
は
集
会
所
や
公
園
、
神
社

な
ど
が
無
い
為
、
積
極
的
に
協
力
し

て
下
さ
る
二
葉
工
務
店
様
の
提
供
に

よ
り
事
務
所
を
拠
点
と
し
て
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。
役
員
会
は
毎
月
第

一
土
曜
日
に
開
催
し
、
毎
月
の
事
業

計
画
の
実
施
に
つ
い
て
の
説
明
や
前

月
実
施
し
た
事
業
の
結
果
報
告
、
発

生
し
た
問
題
点
、
事
案
、
会
員
の
要

望
等
を
検
討
し
、
そ
の
ほ
か
市
広
報

の
配
布
や
自
治
会
ニ
ュ
ー
ス
の
回
覧

等
の
活
動
を
し
て
お
り
ま
す
。
特
に

防
災
、
環
境
美
化
に
力
を
入
れ
て
お

り
、
防
災
で
は
災
害
用
資
機
材
メ
ー

　

小
渕
観
音
前
自
治
会
は
、
春
日
部

市
の
無
形
文
化
財
に
な
っ
て
い
る「
小

渕
観
音
院
」
周
辺
に
居
住
す
る
加
入

者
約
１
６
０
世
帯
を
以
っ
て
組
織
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

組
織
は
、組
制
に
な
っ
て
い
て
「
１

～
11
組
」
で
構
成
し
、会
長
・
副
会
長
・

会
計
・
監
事
・
顧
問
・
組
長
・
防
犯
・

民
生
・
体
育
・
ク
リ
ー
ン
の
総
勢
26

名
で
構
成
し
、
年
間
事
業
計
画
を
立

案
し
て
自
治
会
活
動
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
会
合
等
は
総
会
を
含
む
年
９

回
位
開
催
し
、
自
治
会
の
運
営
に
関

し
た
討
議
・
意
見
交
換
・
提
案
等
を

重
ね
、
活
動
に
活
か
し
て
お
り
ま
す
。

活
動
の
一
部
を
紹
介
致
し
ま
す
と
、

当
自
治
会
の
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
は
真

夏
の
夜
に
行
う
「
観
音
前
ふ
れ
あ
い

広
場
」
で
す
。
余
興
・
ゲ
ー
ム
・
大

抽
選
会
・
模
擬
店
を
中
心
と
し
て
盛

大
に
開
催
し
て
お
り
ま
す
。
毎
年
８

月
下
旬
に
地
元
の
梅
原
病
院
様
の
ご

協
力
を
得
て
会
場
を
設
営
し
、
今
年

で
第
22
回
目
を
迎
え
る
に
至
っ
て
い

ま
す
。
毎
回
大
勢
の
方
が
参
加
さ
れ

地
域
の
交
流
促
進
の
場
と
し
て
親
睦

を
深
め
て
い
ま
す
。
こ
の
他
に
も
、

防
犯
・
清
掃
・
防
災
・
各
種
行
事
等

も
精
力
的
に
取
組
ん
で
活
動
中
で
す
。

今
後
の
課
題
と
し
て
、
当
地
区
も
少

小
渕
観
音
前
自
治
会自治会長

江良生治

野
口
自
治
会

自治会長

眞下國夫

す
。

　

最
大
の
イ
ベ
ン
ト
は
秋
の
「
ふ
れ

あ
い
祭
り
」
で
、
子
供
か
ら
高
齢
者

ま
で
み
ん
な
が
楽
し
め
る
よ
う
、
企

画
し
て
い
ま
す
。
酒
、生
ビ
ー
ル
、ジ
ュ

ー
ス
、お
つ
ま
み
、お
弁
当
を
用
意
し
、

子
供
向
け
の
バ
ッ
コ
ゲ
ー
ム
、
ヨ
ー

ヨ
ー
つ
り
、
わ
た
菓
子
、
若
者
か
ら
お

年
寄
り
ま
で
楽
し
め
る
カ
ラ
オ
ケ
大

会
、
春
秋
ク
ラ
ブ
の
庄
和
音
頭
、
缶

お
ど
り
等
で
盛
り
上
が
り
ま
す
。
締

め
く
く
り
は
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
で
、
賞

品
は
ず
れ
な
し
で
終
わ
り
ま
す
。

　

最
近
は
高
齢
化
が
進
み
つ
つ
あ
り
、

２
世
代
・
３
世
代
居
住
の
世
帯
が
減

少
し
て
い
ま
す
の
で
、
近
隣
相
互
の

連
帯
と
防
犯
意
識
の
向
上
を
心
が
け

て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
楽
し
く
、

安
全
安
心
の
住
み
良
い
地
域
づ
く
り

を
目
指
し
、
役
員
一
同
努
力
し
て
参

り
ま
す
の
で
、
皆
様
宜
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

防災倉庫点検状況

ふれあい広場

ふれあい祭り

梅
田
二
区
自
治
会自治会長

京極壽一
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田
川
」
と
い
う
歴
史
に
名
高
い
梅
若

丸
を
祭
っ
た
梅
若
山
王
権
現
の
山
王

社
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
近
く
に
は
、

雷
電
神
社
が
あ
り
正
月
の
初
参
り
に

は
近
隣
か
ら
大
勢
の
人
々
が
参
詣
に

参
り
ま
す
。
西
地
区
自
治
会
の
氏
子

の
皆
さ
ん
に
よ
り
、
厚
く
御
守
護
さ

れ
て
お
り
ま
す
。
梅
田
三
丁
目
自
治

会
は
、
昭
和
54
年
発
足
以
来
本
年
で

35
年
目
を
迎
え
ま
す
。
現
在
で
は
、

春
の
ク
リ
ー
ン
デ
ー
を
は
じ
め
２
年

に
一
度
の
日
帰
り
バ
ス
旅
行
、
地
区

体
育
祭
、
毎
月
第
二
日
曜
日
に
資
源

ゴ
ミ
を
回
収
し
、
運
営
費
の
一
部
に

充
て
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
自
治
会
に
お
い
て
大
い
に

自
慢
出
来
る
こ
と
は
、
自
治
会
発
足

以
来
行
っ
て
お
り
ま
す
町
内
の
夜
警

（
夜
回
り
）
に
お
き
ま
し
て
は
、
長
年

の
苦
労
と
実
績
が
評
価
さ
れ
、
平
成

15
年
に
埼
玉
県
知
事
よ
り
優
良
自
治

会
と
し
て
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。
最

近
で
は
、
地
震
を
は
じ
め
災
害
が
大

変
多
く
発
生
し
て
お
り
ま
す
。
自
分

の
命
と
財
産
は
自
分
で
守
る
と
い
う

信
念
の
も
と
、
初
冬
に
は
四
地
区
合

同
自
主
防
災
訓
練
（
梅
田
一
区
・
梅

田
二
区
・
梅
田
本
町
区
・
栄
町
三
丁

目
自
治
会
）
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

暮
れ
に
は
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ

ブ
の
皆
さ
ん
に
よ
る
「
も
ち
つ
き
大

会
」
が
行
わ
れ
ま
す
。
最
近
で
は
高

齢
化
が
進
ん
で
お
り
、
梅
田
会
と
い

う
50
名
余
り
の
会
員
の
皆
さ
ん
が
文

化
活
動
や
体
育
活
動
、
バ
ス
旅
行
に

と
毎
日
元
気
に
頑
張
っ
て
お
り
ま
す
。

行
政
と
の
連
携
を
密
に
図
り
な
が
ら

地
区
の
交
流
と
親
睦
を
深
め
特
に
次

世
代
を
担
う
子
供
達
と
世
代
を
担
っ

て
来
た
お
年
寄
り
を
大
切
に
し
て
安

全
で
安
心
な
住
み
易
い
地
区
を
目
指

し
て
活
動
を
推
進
し
て
行
き
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
今
後
と
も
ご
指

導
ご
鞭
撻
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

三
枚
橋
町
内
会
は
、
春
日
部
市
民

文
化
会
館
か
ら
粕
壁
小
学
校
を
地
区

内
に
配
し
、
ロ
ビ
ン
ソ
ン
百
貨
店
前

の
大
通
り
の
商
店
街
と
、
東
武
鉄
道

沿
い
の
住
宅
地
を
含
む
商
住
混
合
地

域
に
な
り
ま
す
。
町
内
を
１
区
か
ら

４
区
ま
で
の
４
つ
に
区
分
け
し
、
約

１
０
０
０
世
帯
の
会
員
が
在
籍
し
て

お
り
ま
す
。
ま
た
、大
き
な
マ
ン
シ
ョ

ン
７
棟
が
全
戸
加
入
し
て
お
り
、
三

防
犯
に
努
め
て
い
ま
す
。
１
月
に
は

町
内
会
役
員
新
年
会
を
開
き
、
約
50

名
の
役
員
さ
ん
の
出
席
に
よ
り
、
役

員
の
親
睦
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

三
枚
橋
町
内
会
は
、
今
後
も
よ
り

一
層
の
安
全
・
安
心
の
向
上
を
図
り
、

よ
り
町
会
会
員
が
強
く
結
び
つ
い
た
、

よ
り
良
い
地
域
社
会
を
目
指
し
て
邁

進
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

当
自
治
会
は
、
東
武
野
田
線
豊
春

駅
の
北
方
向
に
あ
り
、
西
側
に
古
隅

田
川
を
挟
ん
で
さ
い
た
ま
市
岩
槻
区

と
隣
接
、
東
側
は
古
隅
田
公
園
、
野

鳥
の
森
公
園
、
川
面
公
園
に
挟
ま
れ

市
街
化
調
整
区
域
と
し
て
、
豊
春
中

学
校
、
宮
川
小
学
校
に
至
る
田
園
地

帯
に
南
北
に
細
長
い
地
区
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

　

昭
和
47
年
、
小
林
住
宅
春
日
部
自

治
会
と
し
て
発
足
し
、
平
成
に
入
っ

て
十
数
年
前
に
現
在
の
宮
川
自
治
会

と
改
称
し
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

自
治
会
の
組
織
は
、
大
小
19
班
か

ら
班
長
・
役
員
が
選
出
さ
れ
、地
区
長
・

会
長
・
副
会
長
・
文
化
・
総
務
・
会

計
・
会
計
監
査
が
選
出
さ
れ
て
い
ま

す
。
他
に
、
防
犯
推
進
委
員
・
民
生

委
員
・
ク
リ
ー
ン
推
進
委
員
・
体
育

委
員
、
ま
た
福
祉
協
力
員
と
し
て
宮

川
ふ
れ
あ
い
い
き
い
き
サ
ロ
ン
等
が

あ
り
、
併
設
で
宮
川
自
治
会
自
主
防

災
会
が
組
織
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

宮
川
小
学
校
の
登
校
時
に
は
自
治
会

員
に
よ
る
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
リ
ー

ダ
ー
が
交
通
安
全
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

し
て
安
全
を
見
守
っ
て
い
ま
す
。

　

主
な
年
間
行
事
と
し
て
は
、
毎
月

の
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
、
春
の
春
日
部

市
ク
リ
ー
ン
デ
ー
に
合
わ
せ
た
春
・

秋
の
川
面
公
園
内
清
掃
、
自
治
会
最

大
イ
ベ
ン
ト
の
宮
川
夏
祭
り
、
防
災

訓
練
・
豊
春
地
区
体
育
祭
・
高
齢
者

祝
賀
会
・
自
治
会
館
大
掃
除
等
が
祭

心
会
・
と
き
わ
会
・
い
き
い
き
サ
ロ

ン
・
書
道
会
・
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
豊
友
会
・

花
み
ず
き
よ
さ
こ
い
ク
ラ
ブ
・
リ
ズ

ム
体
操
ク
ラ
ブ
等
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

グ
ル
ー
プ
の
方
々
の
ご
協
力
の
も
と
、

実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

昨
今
、
世
の
中
の
風
調
で
あ
る
少

子
高
齢
化
が
自
治
会
で
も
進
み
、
会

員
数
が
減
少
し
て
お
り
ま
す
が
、日
々

の
生
活
の
中
で
、
挨
拶
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
り
人
と
つ
な
が
り

枚
橋
町
内
会
の
約
半
数
が
マ
ン
シ
ョ

ン
居
住
者
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

活
動
の
拠
点
は
、
大
通
り
に
面
し

た
所
に
あ
る
三
枚
橋
町
内
会
館
で
、

１
階
は
倉
庫
な
ら
び
に
夏
祭
り
時
に

神
酒
所
と
し
て
使
用
す
る
場
所
で
あ

り
、
２
階
は
総
会
等
会
議
や
、
各
種

団
体
が
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
使
用

し
て
い
ま
す
。
年
間
活
動
と
し
て
は
、

下
水
や
ゴ
ミ
の
清
掃
・
夏
祭
り
な
ど

が
あ
り
ま
す
が
、
８
月
に
行
う
納
涼

大
会
で
は
各
区
・
子
供
会
・
青
年
会

が
担
当
す
る
出
店
で
賑
わ
い
、
子
供

達
に
配
っ
た
花
火
に
よ
る
花
火
大
会

で
終
了
し
ま
す
。
10
月
に
は
地
区
体

育
祭
に
参
加
し
、
本
年
は
新
調
し
た

お
揃
い
の
Ｔ
シ
ャ
ツ
を
着
用
し
て
大

い
に
奮
闘
し
、
３
位
入
賞
を
果
た
し

ま
し
た
。
秋
に
は
三
枚
橋
・
元
町
・

本
町
と
の
合
同
防
災
訓
練
を
行
い
、

防
災
意
識
の
向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。

12
月
に
は
８
月
の
夏
休
み
に
も
行
っ

て
い
る
補
導
巡
回
を
行
い
、
安
全
・

三
枚
橋
町
内
会

町内会長

金子　武

地 区 体 育 祭 後 の 集 い

夏　祭　り

四地区合同防災訓練

宮
川
自
治
会

地区長

鶴見征亮
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牛
島
地
区
合
同
に
よ
る
防
災
訓
練
、

幸
松
地
区
体
育
祭
へ
の
参
加
、
防
犯

推
進
員
に
よ
る
地
域
パ
ト
ロ
ー
ル
、

み
ま
も
り
隊
に
よ
る
学
童
下
校
時
の

み
ま
も
り
活
動
、
高
齢
者
を
対
象
と

し
た
食
事
会
の
開
催
等
数
々
の
活
動

を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
特
に
自
治

会
と
し
て
力
を
注
い
で
い
る
催
事
が

あ
り
ま
す
。

　

ま
ず
夏
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
小

中
学
生
を
対
象
と
し
た
ふ
れ
あ
い

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
（
夏
祭
り
）
が
あ

り
ま
す
。
会
場
に
は
焼
き
そ
ば
、
わ

た
菓
子
、
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
等
６
つ
の

食
物
コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
、
そ
の
他
に

似
顔
絵
、輪
投
げ
、金
魚
す
く
い
、ヨ
ー

ヨ
ー
つ
り
の
遊
戯
コ
ー
ナ
ー
に
加
え
、

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
５
～
６
店
舗

出
店
し
好
評
を
得
て
い
ま
す
。
昨
年

は
和
太
鼓
の
演
奏
者
を
招
き
、
楽
し

み
ま
し
た
。

　

秋
に
は
文
化
の
日
に
著
名
人
を
招

き
文
化
の
集
い
（
講
演
会
）
を
開
催
、

近
年
で
は
脳
科
学
者
の
茂
木
健
一
郎

　

桜
井
団
地
は
旧
庄
和
町
で
、
元
町

道
１
号
線
の
東
武
野
田
線
踏
切
か
ら

浄
水
場
方
面
に
進
行
し
て
右
側
に
あ

た
る
場
所
に
位
置
し
て
い
ま
す
。
自

治
会
は
１
６
５
世
帯
で
、
こ
れ
を
８

組
に
編
成
、
各
組
よ
り
組
長
と
役
員

を
選
出
し
、
計
16
名
で
構
成
さ
れ
て

い
ま
す
。
現
在
の
問
題
点
は
子
供
が

減
少
し
、
埼
玉
県
内
の
高
齢
社
会
と

同
様
に
団
地
内
も
高
齢
社
会
の
波
に

突
入
し
だ
し
て
い
ま
す
。
東
北
の
震

災
を
期
に
近
隣
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
深
く
す
る
事
の
大
切
さ
を

感
じ
て
い
ま
す
。
現
在
、
防
災
訓
練

は
江
戸
川
団
地
と
同
じ
集
会
所
を
使

用
し
て
い
る
関
係
上
、
合
同
で
実
施

し
て
い
ま
す
。
今
期
も
10
月
14
日
㈰

に
役
所
の
協
力
に
よ
り
無
事
に
行
う

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

今
後
は
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
民

生
委
員
と
区
長
で
話
し
合
い
を
行
い
、

見
守
り
隊
の
充
実
や
問
題
点
の
解
決

を
25
年
度
の
目
標
と
し
て
進
め
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
良
い
自
治
会
に
す
る
為
に
、
他
の

自
治
会
か
ら
情
報
や
実
績
を
知
ら
せ

て
頂
き
た
く
、
皆
様
に
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。
ま
た
、
も
し
他
の
自
治

会
で
も
一
人
暮
ら
し
や
高
齢
社
会
の

問
題
が
今
後
考
え
ら
れ
る
自
治
会
と
、

協
力
し
あ
っ
て
進
め
た
く
思
い
ま
す
。

　

新
し
い
時
代
に
合
っ
た
自
治
会
の

あ
り
方
を
考
え
、
今
後
の
変
化
の
時

代
に
乗
り
遅
れ
る
事
の
な
い
よ
う
に
、

役
員
会
で
調
整
し
な
が
ら
進
め
て
行

く
の
が
目
標
で
、
頑
張
っ
て
行
き
た

い
で
す
。

　

牛
島
４
番
地
区
自
治
会
は
藤
の
牛

島
駅
を
中
心
に
約
８
０
０
世
帯
で
28

名
の
役
員
と
９
団
体
の
委
員
で
構
成

さ
れ
て
い
ま
す
。
牛
島
地
区
は
牛
島

一
番
か
ら
４
番
ま
で
の
四
地
区
で
自

治
会
連
合
会
を
構
成
し
、
合
同
で
の

活
動
も
数
多
く
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　

年
間
の
主
な
活
動
を
ご
紹
介
致
し

ま
す
と
、
春
・
秋
の
ク
リ
ー
ン
デ
ー
、

を
強
く
し
、
安
全
で
安
心
な
街
づ
く

り
を
推
進
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
今
後
と
も
、
皆
様
の
ご
支
援
、

ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

一
ノ
割
根
耕
地
自
治
会
は
大
池
親

水
公
園
か
ら
一
ノ
割
ゴ
ル
フ
セ
ン

タ
ー
に
至
る
、
大
池
通
り
と
内
牧
―

武
里
線
（
市
役
所
通
り
）
の
内
側
に

位
置
し
て
い
ま
す
。

　

根
耕
地
地
区
は
土
地
改
良
が
実
施

さ
れ
た
農
業
地
域
に
無
秩
序
に
宅
地

化
が
進
行
し
て
き
た
地
区
で
、
こ
れ

以
上
未
整
備
の
ま
ま
開
発
が
進
ま
な

い
よ
う
に
、
区
画
道
路
を
先
行
的
に

整
備
す
る
と
共
に
、
宅
地
化
を
計
画

的
に
誘
導
し
、
よ
り
良
い
地
区
環
境

を
実
現
す
る
「
地
区
計
画
」
を
昭
和

62
年
11
月
に
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
ま
す
と
ホ
テ
ル
や
旅

館
は
建
設
し
な
い
。
容
積
率
の
最
高

限
度
、
建
ペ
イ
率
、
建
物
の
高
さ
、

ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
高
さ
等
の
制
限
を
設

定
し
、
戸
建
住
宅
あ
る
い
は
低
層
の

集
合
住
宅
を
基
本
と
し
て
良
好
な
環

境
の
住
宅
地
に
ふ
さ
わ
し
い
用
途
の

誘
導
を
図
る
な
ど
多
方
面
か
ら
指
導

さ
れ
現
在
６
３
０
世
帯
で
構
成
さ
れ

て
お
り
ま
す
。

　

自
治
会
運
営
は
一
ノ
割
地
域
内
５

自
治
会
（
本
田
第
一
・
本
田
第
二
・

本
田
第
三
・
新
田
大
沼
・
根
耕
地
）

共
同
で
一
ノ
割
町
会
を
組
織
し
活
動

を
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
な
か
の
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
は

平
成
17
年
、
根
耕
地
地
域
内
を
登
校

途
中
の
小
学
校
６
年
生
が
声
を
か
け

ら
れ
、
車
に
無
理
や
り
連
れ
込
ま
れ

そ
う
に
な
っ
た
た
め
、
大
声
で
叫
び

な
が
ら
民
家
に
駆
け
込
ん
だ
た
め
、

事
件
に
至
ら
ず
「
事
案
発
生
」
で
、

難
を
逃
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
事
案
を
契
機
に
民
生
・
児
童
委

員
、
防
犯
推
進
委
員
、
交
通
安
全
協

会
一
ノ
割
支
部
、
青
少
年
育
成
推
進

協
議
会
、
保
護
司
会
の
皆
様
に
お
声

掛
け
し
て
、
平
成
18
年
３
月
よ
り
学

区
内
武
里
小
・
上
沖
小
、
登
下
校
時

パ
ト
ロ
ー
ル
の
発
足
と
な
り
ま
し
た
。

現
在
65
名
の
会
員
が
土
・
日
・
祭
日

を
除
い
て
毎
日
自
主
的
に
活
動
、
昨

年
１
年
間
に
、
延
べ
人
員
１
４
１
２

名
の
参
加
を
得
て
活
動
を
し
て
い
ま

す
。

桜
井
団
地
区

区長

西野正晴防　災　訓　練

一
ノ
割
根
耕
地
自
治
会

自治会長

香山佋二

登下校時パトロール

牛
島
４
番
地
区
自
治
会

自治会長

鈴木敏仁

文 化 の 集 い
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先
生
、プ
ロ
ボ
ク
シ
ン
グ
Ｗ
Ｂ
Ａ
ス
ー

パ
ー
フ
ェ
ザ
ー
級
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
の

内
山
高
志
選
手
、
元
フ
ジ
テ
レ
ビ
女

子
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
菊
間
千
乃
弁
護

士
に
ご
出
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
年
末
に
は
餅
つ
き
大
会
を

開
催
し
、
い
ず
れ
も
３
０
０
～
４
０

０
人
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
今
後

も
地
域
住
民
の
親
睦
を
目
的
と
し
た

催
事
の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

最
後
に
、
安
心
・
安
全
で
住
み
よ
い

街
づ
く
り
の
た
め
の
自
治
会
活
動
を

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆
様

の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い
致
し

ま
す
。

　

私
た
ち
の
新
川
島
自
治
会
は
東
武

野
田
線
「
藤
の
牛
島
駅
」
の
南
側
、

徒
歩
約
10
分
の
所
に
位
置
し
、
中
央

を
東
西
に
ユ
リ
ノ
キ
通
り
の
延
伸
部

分
が
通
っ
て
い
ま
す
。

　

以
前
よ
り
自
治
会
活
動
の
盛
ん
な

地
域
で
、
４
月
大
杉
神
社
の
祭
礼
を

は
じ
め
、
地
区
体
育
祭
・
夏
祭
り
・

地
蔵
祭
り
・
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
・
ふ

れ
あ
い
給
食
会
・
忘
年
会
・
新
年
会
・

初
午
祭
・
班
長
慰
労
会
等
が
あ
り
、

そ
の
他
毎
月
第
３
日
曜
日
に
行
わ
れ

る
資
源
回
収
、
小
学
生
の
登
下
校
時

の
見
守
り
活
動
、
年
末
の
夜
間
パ
ト

ロ
ー
ル
な
ど
自
治
会
独
自
の
行
事
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

特
に
６
月
初
旬
に
行
わ
れ
る
地
区

体
育
祭
は
、
今
年
で
第
30
回
を
迎
え
、

競
技
志
向
か
ら
ゲ
ー
ム
感
覚
の
種
目

を
多
く
取
り
入
れ
、
お
年
寄
り
か
ら
子

供
達
ま
で
大
勢
の
皆
様
の
参
加
を
頂

き
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

図
る
大
切
な
行
事
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
見
守
り
活
動
で
は
、
都
合
の

付
く
日
だ
け
参
加
を
し
て
く
だ
さ
い

と
お
願
い
し
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
で

も
登
校
時
で
８
名
程
、
下
校
時
で
８

～
10
名
前
後
の
方
が
毎
日
見
守
り
活

動
を
し
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
は
、
ユ
リ
ノ
キ
通
り
の
延

伸
部
分
の
開
通
に
よ
り
、
自
治
会
を

二
分
す
る
よ
う
に
幹
線
道
路
が
走
る

た
め
、
人
や
車
の
流
れ
も

か
わ
り
、
色
々
な
問
題
も

発
生
す
る
と
は
思
い
ま
す

が
、
皆
様
方
の
意
見
を
お

聞
き
し
な
が
ら
ひ
と
つ
ひ

と
つ
解
決
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
の
で
、
今
ま

で
以
上
の
ご
支
援
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

　

大
池
町
会
は
春
日
部
市
南
３
丁
目

の
一
部
と
南
４
丁
目
・
南
５
丁
目
に

存
在
す
る
１
０
３
９
世
帯
が
加
入
し

て
活
動
し
て
い
ま
す
。
町
内
に
は
大

池
親
水
公
園
や
大
池
憩
い
の
家
を
は

じ
め
、南
４
丁
目
運
動
広
場
や
ち
び
っ

子
広
場
が
あ
り
ま
す
。

　

大
池
親
水
公
園
の
そ
ば
に
大
池
町

会
集
会
所
が
あ
り
、
交
流
・
親
睦
の

場
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
小
さ
い
な
が
ら
大
池
鎮
守
さ
ま

も
あ
り
、
水
神
社
・
稲
荷
社
等
が
祭

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

町
会
は
会
長
・
副
会
長
の
ほ
か
理

事
16
人
、
監
事
２
人
、
組
長
31
人
、

そ
の
下
部
組
織
の
班
長
１
１
４
人
で

構
成
さ
れ
、
さ
ら
に
長
寿
会
、
子
ど

も
会
等
各
種
団
体
が
あ
り
ご
協
力
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

大
き
な
行
事
と
し
て
は
、
南
４
丁

目
運
動
広
場
を
使
っ
て
の
春
日
部
夏

ま
つ
り
や
大
池
町
会
納
涼
祭
が
あ
り

ま
す
。
納
涼
祭
は
盆
踊
り
や
模
擬
店
、

４
０
０
本
が
当
た
る
大
抽
選
会
が
あ

り
、
熱
気
に
包
ま
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
新
年
会
や
餅
つ
き
大
会
を

は
じ
め
、
大
池
子
ど
も
会
と
共
催
で

の
さ
つ
ま
芋
の
植
え
付
け
や
収
穫
祭

も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

夏
休
み
に
は
早
朝
の
ラ
ジ
オ
体
操

が
行
わ
れ
、
上
沖
小
学
校
と
大
沼
中

学
校
の
生
徒
が
体
操
の
リ
ー
ダ
ー
役

を
務
め
て
い
ま
す
。
最
終
日
に
は
楽

し
い
ス
イ
カ
割
り
も
行
わ
れ
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
町
内
の
南
４
丁
目
運
動

広
場
と
ち
び
っ
子
広
場
の
草
取
り
や

清
掃
、
春
の
ク
リ
ー
ン
デ
ー
や
学
校

の
夏
・
冬
・
春
休
み
の
夜
間
に
行
う

青
少
年
巡
回
補
導
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
、

３
町
会
合
同
の
自
主
防
災
訓
練
、
そ

し
て
粕
壁
地
区
体
育
祭
、
春
日
部
夏

ま
つ
り
に
参
加
す
る
な
ど
、
市
民
と

し
て
の
絆
を
大
切
に
、
町
会
運
営
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

北
部
新
宿
区
は
、
庄
和
地
区
の
新

宿
新
田
の
最
北
部
、
南
桜
井
駅
か
ら

東
方
約
１
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
東
武
野

新
川
島
自
治
会

自治会長

髙橋一男

田
線
の
北
側
に
位
置
し
て
い
ま
す
。

　

区
の
中
央
を
挟
隘
な
市
道
１
号
線

が
南
北
に
走
り
、
朝
夕
の
交
通
量
の

多
さ
に
、
交
通
事
故
等
の
発
生
を
懸

念
し
て
い
ま
す
。

　

区
の
組
織
は
、
区
内
２
１
０
世
帯
を

10
組
に
分
け
、
組
長
、
役
員
21
名
に
よ

る
役
員
会
を
毎
月
開
催
し
て
、
事
業
の

運
営
に
当
た
っ
て
お
り
ま
す
。

　

年
間
行
事
は
、春
の
ク
リ
ー
ン
デ
ー
、

防
災
訓
練
、
納
涼
祭
り
、
三
世
代
ふ
れ

あ
い
文
化
祭
、
資
源
回
収
等
で
す
。

　

区
と
し
て
の
独
自
の
活
動
は
、
自
主

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
の
制
度
で
す
。
区
民

の
連
帯
意
識
を
保
持
す
る
た
め
、
各
世

帯
に
原
則
と
し
て
、
年
一
回
程
度
割
当

て
る
ほ
か
、
昨
年
度
か
ら
、
防
犯
推
進

委
員
を
中
心
に
、
20
数
人
が
自
主
的
に

参
加
し
て
、
昼
間
帯
と
夜
間
帯
の
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
無
理
な
く
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
、
区
の
行
事
に
、
大
き
く
貢

献
し
て
い
る
の
が
、会
員
数
55
名
の「
い

北
部
新
宿
区

区　長

今村純雄

地 区 体 育 祭

大
池
町
会

町会長

筧田吉一納　涼　祭

防 災 訓 練
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《
役
員
視
察
研
修
報
告
》

　

さ
る
平
成
24
年
11
月
15
日･

16
日
、

群
馬
県
高
崎
市
と
長
野
県
佐
久
市
を

視
察
し
ま
し
た
。
高
崎
市
で
は
、「
災

害
時
に
お
け
る
要
援
護
者
支
援
」
に
つ

い
て
、
佐
久
市
で
は
、
自
治
会
が
手
作

り
で
作
成
し
て
い
る
「
災
害
時
住
民
支

え
合
い
マ
ッ
プ
」
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ

取
り
組
み
状
況
等
の
解
説
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
ま
た
昨
年
４
月
に
オ
ー
プ
ン
し

た
佐
久
市
市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

も
訪
問
し
、
市
民
協
働
を
推
進
し
て
い

る
様
子
を
伺
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

両
市
と
も
、
災
害
時
の
要
援
護
者
支

援
に
つ
い
て
は
、
情
報
把
握
、
情
報
伝

達
及
び
避
難
支
援
体
制
の
整
備
を
積
極

的
に
図
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
佐
久
市
で

は
、
マ
ッ
プ
づ
く
り
を
通
じ
て
地
域
に
支

え
合
い
の
力
が
育
っ
て
い
る
と
伺
っ
て
お

り
ま
す
。
災
害
時
の
要
援
護
者
避
難
誘

導
で
は
、
自
治
会
を
中
心
と
し
た
地
域

住
民
に
よ
る
助
け
合
い
が
大
き
な
効
果

を
あ
げ
る
と
再
認
識
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
後
も
、
地
域
全
員
で
協
力
し
助
け

合
う
自
治
会
活
動
を
通
じ
て
、
災
害
時

に
は
地
域
で
支
え
合
う
な
ど
、
安
心
・

安
全
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

き
い
き
ク
ラ
ブ
も
み
じ
会
」
で
す
。
も

み
じ
会
は
、
単
位
ク
ラ
ブ
と
し
て
、
さ

ま
ざ
ま
な
サ
ー
ク
ル
で
活
発
に
活
動

し
、
地
域
に
貢
献
し
て
い
る
こ
と
が
認

め
ら
れ
、
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
か

ら
表
彰
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

北
部
新
宿
区
は
、
地
理
的
に
も
比
較

的
狭
く
、
一
棟
以
外
、
す
べ
て
一
戸
建

住
宅
で
す
。
今
後
は
、
こ
の
好
条
件
を

生
か
し
、地
域
の
顔
な
じ
み
を
増
や
し
、

強
い
隣
保
関
係
を
構
築
す
る
た
め
、
時

機
に
か
な
っ
た
活
動
を
行
っ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま

す
。

　

私
た
ち
の
大
場
谷
中
自
治
会
は
春

日
部
市
の
南
端
、
隣
は
越
谷
市
で
武

里
団
地
の
西
側
に
位
置
し
安
之
堀
川

を
挟
ん
で
の
地
域
に
あ
り
、
50
年
前

は
15
軒
の
専
業
農
家
ば
か
り
で
し
た

が
、
現
在
は
会
員
４
４
０
世
帯
加
入

の
自
治
会
で
す
。
秋
に
は
黄
金
色
の

稲
穂
が
見
え
る
静
か
な
住
宅
地
域
で
、

地
区
中
心
よ
り
東
町
・
西
町
・
南
町
・

中
町
・
北
町
と
５
町
会
に
区
割
、
各

町
会
に
町
会
長
・
役
員
・
班
長
を
置

き
町
内
活
動
と
共
に
自
治
会
に
協
力

し
て
い
ま
す
。

　

自
治
会
役
員
は
各
町
会
よ
り
選
出

さ
れ
た
役
員
の
中
か
ら
互
選
に
て
会

長
・
副
会
長
を
選
び
出
し
、
各
行
事

の
係
長
を
推
薦
し
、
構
成
し
ま
す
。

そ
し
て
会
計
・
監
査
・
広
報
配
布
・

集
会
所
清
掃
・
各
行
事
の
係
を
順
番

制
に
て
な
ご
や
か
に
運
営
し
て
お
り

ま
す
。

　

主
な
行
事
は
夏
祭
り
・
防
災
訓
練
・

地
区
体
育
祭
・
餅
つ
き
大
会
な
ど
が

あ
り
、
各
催
し
に
際
し
て
は
数
回
の

会
議
を
開
い
て
内
容
を
検
討
し
、
計

画
し
ま
す
。
ま
た
実
施
後
に
は
結
果

報
告
、
必
要
事
項
の
検
討
を
し
て
お

り
ま
す
。

　

他
に
谷
中
阿
波
踊
り
を
毎
月
1
回
、

毎
週
水
曜
日
に
谷
中
こ
と
ぶ
き
会（
年

配
者
で
構
成
）
に
よ
る
ラ
ー
ジ
ボ
ー

ル
（
卓
球
）、
ま
た
子
供
イ
ベ
ン
ト
に

も
補
助
を
行
い
、
そ
れ
ぞ
れ
活
発
に

楽
し
ん
で
お
り
ま
す
。
３
年
前
よ
り

催
し
に
際
し
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
を
取
り

入
れ
、
年
々
参
加
者
が
増
え
大
賑
わ

い
で
す
。

　

今
後
も
安
全
安
心
の
住
み
よ
い
思

い
出
に
残
る
地
域
づ
く
り
を
目
指
し

て
ま
い
り
ま
す
。
皆
様
の
ご
理
解
、

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

南
桜
井
駅
の
南
方
約
７
５
０
ｍ
辺

り
を
南
東
か
ら
北
西
に
か
け
て
県
道

松
伏
春
日
部
関
宿
線
が
通
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
沿
道
に
米
崎
の
集
落
が
あ

り
、
庄
和
南
公
民
館
な
ど
も
あ
り
ま

す
。
ま
た
す
ぐ
南
に
田
園
が
広
が
る

農
振
地
域
で
す
が
、
こ
の
40
年
来
で

戸
数
も
倍
増
し
て
今
で
は
世
帯
数
が

１
１
２
と
な
っ
て
お
り
、
し
か
も
そ

の
大
半
が
非
農
家
で
す
。
そ
ん
な
背

景
と
区
長
の
負
担
を
減
ら
す
狙
い
も

あ
り
、
４
年
前
に
区
の
自
治
組
織
が

見
直
さ
れ
ま
し
た
。

　

従
来
の
区
長
・
副
区
長
・
会
計
・

班
長
・
監
査
…
と
い
っ
た
組
織
に
加

え
、
新
た
に
区
の
下
部
組
織
と
し

て
「
営
農
環
境
部
会
」
を
設
け
、
こ

の
部
会
が
農
事
関
係
の
予
算
を
含
む

事
業
計
画
か
ら
実
施
に
至
る
ま
で
の

一
切
を
分
担
す
る
よ
う
に
変
更
さ
れ

ま
し
た
。
ち
な
み
に
部
会
の
事
業
と

し
て
は
、
通
学
路
や
用
水
管
理
道
路

の
草
刈
り
、
水
路
整
備
や
泥
あ
げ
清

掃
、
農
道
の
補
修
、
コ
ス
モ
ス
の
植

栽
等
が
あ
り
、
田
園
環
境
の
美
化
や

維
持
管
理
の
た
め
の
地
味
な
が
ら
重

要
な
仕
事
が
毎
月
の
よ
う
に
あ
り
ま

す
。
こ
の
組
織
変
更
が
あ
っ
た
の
で
、

農
事
や
農
政
に
疎
い
非
農
家
の
私
で

も
、
ど
う
に
か
区
長
役
が
務
ま
る
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ほ
か
に
も
自

治
組
織
の
内
外
に
自
主
防
災
会
や
高

齢
者
の
米
崎
ク
ラ
ブ
、
子
供
会
、
愛

宕
神
社
の
氏
子
会
等
の
活
動
団
体
が

あ
り
ま
す
。

　

ま
た
米
崎
同
志
会
と
い
う
有
志
に

よ
る
団
体
も
あ
り
、
こ
の
会
は
住

民
の
親
睦
を
図
る
活
動
や
労
働
奉
仕

等
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。
ど
の
団
体

も
区
の
自
治
組
織
体
と
連
携
し
、
協

力
し
あ
っ
て
行
事
を
執
り
行
っ
て
い

ま
す
。
毎
月
の
資
源
回
収
や
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
「
し
ょ
う
ぶ
苑
」
と

合
同
で
行
う
防
災
訓
練
、
三
世
代
交

流
会
、
氏
子
会
に
よ
る
初
詣
や
１
月

と
７
月
の
例
大
祭
、
同
志
会
が
開
く

そ
ば
打
ち
会
等
が
恒
例
と
な
っ
て
お

り
、
ど
れ
も
住
民
の
交
流
と
親
睦
を

深
め
る
の
に
格
好
の
場
と
な
っ
て
い

ま
す
。

農道の隅切り補修

米
崎
区

区　長

清水誠三

夏 祭 り

大
場
谷
中
自
治
会自治会長

鈴木　晃
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こ
の
冬
は
、
寒
さ
の
厳
し
い
日
が
続
き

ま
し
た
が
、
よ
う
や
く
春
の
訪
れ
が
感
じ

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

本
紙
の
表
紙
に
は
、
水
辺
再
生
１
０
０

プ
ラ
ン
推
進
事
業
に
よ
り
整
備
さ
れ
ま

し
た
、
大
落
古
利
根
川
沿
い
の
遊
歩
道
の

写
真
を
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
事
業

は
、
埼
玉
県
が
県
内
の
百
箇
所
の
川
の
再

生
に
取
り
組
ん
だ
も
の
で
、
階
段
護
岸
や

遊
歩
道
な
ど
の
施
設
整
備
な
ど
を
行
い

ま
し
た
。
整
備
後
は
、
市
や
地
域
の
皆
様

と
と
も
に
、
清
掃
管
理
に
協
力
し
て
お
り

ま
す
。

　

河
川
や
公
園
な
ど
の
清
掃
施
設
管
理

を
始
め
、
地
域
内
で
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

に
協
力
す
る
中
で
、
地
域
に
お
き
ま
し
て

は
、
生
活
様
式
の
多
様
化
や
核
家
族
化
の

進
行
な
ど
に
よ
り
、
人
と
人
と
の
つ
な
が

り
が
希
薄
化
し
て
い
る
こ
と
が
大
き
な

課
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

よ
り
良
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
に

は
、防
犯
・
防
災
・
環
境
美
化
活
動
な
ど
、

地
域
の
皆
様
の
協
力
が
不
可
欠
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
快
適
で
住
み
や
す
い
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
つ
く
っ
て
い
く
た
め
、

自
治
会
活
動
へ
の
ご
参
加
・
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

時　

田　

美
野
吉

関　

根　

慶　

剛

板　

倉　
　
　

肇

海
老
原　

武　

士

吉　

田　

敏　

雄

石　

島　

忠　

夫

松　

嶋　
　
　

昇

編
集
委
員
氏
名

会　

長

副
会
長

副
会
長

副
会
長

副
会
長

副
会
長

副
会
長

発
行
日

発
行
者

事
務
局

平
成
二
十
五
年
四
月
一
日

春
日
部
市
自
治
会
連
合
会

春
日
部
市
役
所
市
民
参
加
推
進
課
内

〇
四
八（
七
三
六
）一
一
一
一

自 治 会 名 氏　名 自 治 会 名 氏　名
新 生 一 区 星 野 年 男 西 金 野 井 北 区 山 口  文 雄
新 生 二 区 斉 藤 政 弘 西 金 野 井 西 区 望 月  明
新 生 三 区 髙 田 正 幸 西 金 野 井 東 区 石 原  富 夫
新 生 四 区 北 山 久 雄 東急南桜井自治会 加 藤  勲
新生五区自治会 植 原   勉 大 衾 区 新 井  通 夫
六 区 自 治 会 杉 山 則 康 大 衾 県 住 自 治 会 三 橋  正 信
米 島 駅 南 地 区 石 田 慎 一 ガーデンタウン自治会 筒 井  茂
南桜井東映団地自治会 都 築 悦 藏 三 井 南 桜 井 自 治 会 宗 廣  亮
殖 産 自 治 会 川 元  健 次 南桜井ローズタウン自治会 佐 藤  雄
新 八 自 治 会 落 合  幹 雄 正風タウン自治会 茂 串  誠 二
グリーンホーム自治会 藤 田  正 広 金 崎 区 土 渕  正 次
米 島 第 一 区 蝶 谷  知 之 永 沼 区 島 村  文 雄
新 宿 新 田 区 楳 原  勝 幸 下 柳 区 小 川  文 男
中 屋 敷 自 治 会 小 林  昌 伸 上 柳 区 朝 倉  定 夫
米島ニュータウン自治会 松 崎  茂 夫 有楽南桜井自治会 渡 辺  武
南桜井サニータウン自治会 平 井 基 之 神 間 区 中村 福太郎
米 島 第 二 区 山 崎  肇 椚 区 飯 塚  俊 雄
北 部 新 宿 区 今 村  純 雄 立 野 区 鳴 島 　 清
桜 井 団 地 区 西 野  正 晴 榎 区 中 田  庄 次
米 島 第 三 区 尼 子  公 俊 小 平 区 渡 邉  幸 夫
江戸川団地自治会 阿部 真理子 下 吉 妻 区 斉 藤  知 之
水 角 区 関 口  徹 也 上 吉 妻 区 関 根  隆 治
赤 崎 区 井 上  昇 西 宝 珠 花 区 野 本  里 司
飯 沼 区 星野 治三郎 西 親 野 井 区 斎 藤  肇
米 崎 区 清 水  誠 三 塚 崎 区 武 石  勝 治
東 中 野 区 松 嶋  昇 倉 常 区 島 村 　 福 二
桜 台 一 区 石 川  勝 芦 橋 区 斉 藤  義 則
桜台二区自治会 加 集  肇 木 崎 区 新 井  義 昭
南 桜 井 自 治 会 山 口 　 隆
＊連合会名簿順・敬称略                           （平成25年2月1日現在）

○
公
共
生
活
・
生
活
安
全
・
環
境
美
化
・
社
会
福
祉
へ
の
貢
献

自治会名 氏　名
東 町 町 会 八 巻  守 夫
川 久 保 自 治 会 長 島  豊 太
内 谷 町 会 松 本  幹 夫
立 沼 町 会 細 川  主 一
栄 町 一 丁 目 町 会 笠 原 　  昇
栄 町 二 丁 目 町 会 吉 﨑 豊 次 郎
栄 町 二 丁 目 町 会 渡 辺  興 治
備 後 上 地 区 原  　 久 雄
一ノ割本田第三自治会 大 熊 　  宏
大 場 中 央 自 治 会 花 岡  德 夫
大沼ゆりの木自治会 梶 野  義 治
豊 町 自 治 会 玉 置 　  治
八 丁 目 新 町 地 区 新 田  英 喜
小 渕 松 河 町 地 区 鳴 島 　  賢
小 渕 原 前 地 区 荻 原  政 邦
向 島 地 区 福 田 　  勇
赤 沼 自 治 会 武 井  利 男
本 田 上 自 治 会 遠 藤 ヨ シ ミ
新 宿 新 田 区 池 田  周 次
水 角 区 萩 原 　 　 勝
東 急 南 桜 井 自 治 会 三 谷  昌 次
三 井 南 桜 井 自 治 会 土 橋  　 也
＊連合会名簿順・敬称略

　

当
連
合
会
で
は
、
身
近
な
地
域
で
地
道
に
か
つ
顕
著
な
活

動
を
さ
れ
て
い
る
方
々
の
功
績
を
讃
え
る
た
め
、
平
成
2₀
年

度
に
地
域
貢
献
賞
を
創
設
し
、
今
年
度
は
平
成
25
年
2
月
16

日
に
表
彰
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
こ
に
、
受
賞
者

の
お
名
前
を
掲
載
し
、
長
年
地
域
に
貢
献
い
た
だ
い
た
こ
と

に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
市
民
の
皆
様
に
は
、
地
域
活
動
に
関
心
を
高
め
て

い
た
だ
き
、
心
豊
か
に
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
社
会
づ
く

り
に
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

地
域
貢
献
賞
表
彰
報
告

地
域
ぐ
る
み
で
オ
ア
シ
ス
運
動

オ
ア
シ
ス
運
動
は
挨
拶
の
言
葉
の
頭
文
字
を
と
っ
た
も
の
で
、

　
オ
…
「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」

　
ア
…
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」

　
シ
…
「
失
礼
し
ま
す（
失
礼
し
ま
し
た
）」

　
ス
…
「
す
み
ま
せ
ん（
す
み
ま
せ
ん
で
し
た
）」

を
日
ご
ろ
か
ら
言
え
る
よ
う
に
、
家
庭
・
学
校
・
地
域
な
ど

で
「
あ
い
さ
つ
の
輪
」
を
広
げ
ま
し
ょ
う
。

介庄 和 地 区 紹の
　庄和地区自治会連合会は、旧庄和町全域の区・自治会を網羅し
た団体で、57の区・自治会で構成されています。加入世帯数は約
12,000世帯（平成25年２月１日現在）です。
　役員は、会長はじめ、副会長３名、幹事８名、監事２名の14名で
組織されています。役員会は監事２名を除く12名で構成し、副会長
を部会長とした総務部会・事業部会・会計部の３部会体制で運営し
ています。
　会議は、５月の定例総会をはじめ、役員会を７回程度開催してい
ます。役員は、区・自治会等相互の連絡調整や行政機関及び関係団
体との連絡協調を図るとともに事業活動の遂行のための審議を行い、
区・自治会間の連帯や親睦を図り、より一層のコミュニティを展開し
ています。
　事業内容は、体育祭、各区・自治会役員によるグラウンドゴルフ
大会、視察研修などを行い、地域の皆様との交流を深めるとともに
情報交換を図っています。また各種募金の支援や夏祭り、新春凧あ
げ祭りなどの地域コミュニティ活動への支援も行っています。
　庄和地区自治会連合会では、特に、安全で安心して暮らせる街づ
くりのために、地域防犯推進員や学校との連帯を図り、地域防犯パ
トロールの強化に努め、子供たちを犯罪や不審者から守るように地
域ぐるみで防犯活動を実施しております。誰もが安心して明るい住
みよい街づくりのために、各区・自治会の連携を密にし、地域住民
の生活環境及び市民福祉の向上を目指して、今後とも活動してまい
りたいと考えております。

●庄和地区自治会連合会（57区・自治会）　　　[敬称略]

庄和地区自治会連合会会長　松嶋　　昇


